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入
月
二
十
四
口
（土
）
・
二
十
二
口
（口
）

「夏
夭
神
祭
」
祭
典

・
神
事

服
部
大
神
宦

（予
定
）

◎
神
縣
わ
い

（蒟
口
　
夕
方
～
午
後
十
時
ま
で
）

離
都
夭
神
官

の
二
人
神
祭
は
入
月

二
十
四
口

（宵
営
茶
）
、
二
十
二
日

（本
祭
）
と
行
わ
れ
、

大
阪
府
下

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
鉢
る
お
争
で
、
昔
か
ら
れ
神
社
の
民
子
は

「も
ら

い
祭
」

と
し

て
、
大
勢
券
絆
さ
れ
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

・
二
十
四
日
、
午
後
六
時
よ
り
　
神
事
芸
能
　
摯
楽
ネ
納
演
奏
会

二
十
五
日
、
午
後
五
時
よ
り
　
神
事
芸
能
　
雅
率
ネ
納
演
奏
会

（笙
や
事
業
、
ｔ
笛
に
よ
る
演
奏

・
縄
殿
秦
、
創
作
音
楽
等
）

・
二
十
二
日
午
後
六
時
よ
り
　
「響
与
」
十
楽
器
演
春

・
踊
ウ
奉
綺

・
蒟
口
．
午
後
セ
時
よ
う
　
神
事
姜
能

「だ
ん
じ
り
ば
や
し
」
ホ
納

。
行
燈

（あ
ん
ど
ん
）
晨

（有
名
人
、
美
術
協
会
会
員
、
子
供
会
、
幼
継
園
児
の
書
画
奉
状
）

，
相
官
‘
じ

（有
名
企
業
御
協
賛
）

。
在
店
　
阪
起
電
率
服
部
駅
講
よ
り
的
百
点
が
虫
店

◎
阪
恙
凛
都
駅
堂
栗
清
薇
立
び
に
阪
恙
奪
鉄
安
全
祈
願
警
↑
一十
四
日

午
後

一
時
よ
り
）

浜
恙
膜
都
駅
構
内
に
御
座

い
ま
す
祐
水
は
も
と
も
と
当
宦

の
境
内
地
に
あ

っ
た
押
沖
木
で
、

駅
が
由
ネ
て
か
ら
も
残
さ
れ
絶
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
伸
枠
本

の
清
薇
と
陳
恙
電
鉄
の

姜
査
祈
瓶
祭
を
離
都
駅
構
向
に
お
い
て
斉
行
政
し
ま
す
。

◎
足
の
守
護
祈
願
人
祭

（
二
十
二
日
　
午
前
十
時
よ
り
）

夏
夭
沖
争
に
併
せ
仝
国
で
も
珍
し
い

「え
の
守
護
神
」
と
し
て
足
の
守
護
、
足
病
千
癒

の

特
殊
神
事
を
行
い
ま
す
。

・
尼
際
、
黒
病
息
災

の
湯
立
神
事
を
行
い
ま
す
。

〓
参
列
オ
会
民
に
特
入
金
弊
を
お
薇
け
し
、
神
義
が
だ
耽
　
（形
代
）
に
て
参
列
者
の
お
み
足

（神
経
痛

・
リ

ュ
ウ
マ
チ
等
の
場
合
は
そ
の
忠
部
）
を
お
さ
す
り
致
し
ま
す
。

・
参
列
オ
全
員
に

「特
別
わ
ら
じ
御
守
」
を
無
料
で
薇
与

い
た
し
ま
す
。
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